　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別紙２）
※自治体等による作成
　　　　　
　　「在外公館施設の利用ガイドライン」（地方の魅力発信プロジェクト）報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

	団体名
	

	利用公館・施設
	在　　　　大使館・総領事館

公邸館・広報文化センター・その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	開催日時
	令和　　年　　月　　日　　　　：　　　～　　　：　　

	事業名称
	

	開催概要（ＰＲ内容（地元物産・観光地等）、出席者数及び主たる出席者等も含む）
	

	事業の成果
	（商談の成立など、具体的な成果についても記入してください。また、報告書提出後も、一定の期間を経て成果が出た場合は形式問わずご報告ください。）

	所感や反省点
	（所感や反省点の他、在外公館施設の利用（地方の魅力発信プロジェクト）の改善に向けたご意見・ご提案があれば記入してください。）

	
	

	担当者
	所属：　　　　　　　　　　　　役職氏名：

電話：　　　　　　　　　　　　メール：


※事後広報や事例紹介等で活用することもあるため、事業の様子が伝わるような解像度の高い写真を必ず添付のこと。

　　　　　

　　
「在外公館施設の利用ガイドライン」（地方の魅力発信プロジェクト）報告書

　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和○○年○○月○○日

	団体名
	団体名：○○県庁

代表者：職名 知事 氏名：○○ ○○

	利用公館・施設
	在　○○　大使館　大使公邸

	開催日時
	令和○○年○○月○○日　○○：○○　～　○○：○○　　

	事業名称
	特産品（米、日本酒）の輸出促進のためのレセプション開催

	開催概要（ＰＲ内容（地元物産・観光地等）、出席者数及び主たる出席者等も含む）
	●概要○月○日～○日まで、地元ショッピングセンターで開催された○×県特産品フェアのオープニングレセプションを□□□大使公邸で開催。手巻き寿司、酒のブースを設置し、招客が試食・試飲。
●出席者
政府関係者、輸入業者、当地○×県人会など約８０名が参加。
県側から知事他１０名が出席

	事業の成果
	大使公邸でオープニングセッションを実施したことで、政府・商工会議所等の関係機関からハイレベルが参加し、複数の地元紙にも大きく取り上げられなど広報面で大きな効果があり、その後の県産品フェアの集客力を高めることにつながった。また、実施後に流通業者・輸入業者から照会が相次ぎ、今後の販路拡大にも期待ができる。

	所感や反省点
	●●国における各種輸入規制や税関手続き等について十分な調査を行うのに時間がかかったため、準備期間がややタイトになった。次回以降は、より期間に余裕をもって事前準備に臨みたい。

	
	

	担当者
	○○県○○部○○課　　　　　　　役職氏名：係長　○○○○

電話：　XXX-XXX-XXXX　　　　　メール：XXX@XXXX


※事後広報や事例紹介等で活用することもあるため、事業の様子が伝わるような解像度の高い写真を必ず添付のこと。
記入例








